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は　　じ　め　に

　この小稿は，著者がイラン滞在中（1961隼3月～63年9月），ゴルガン地方で実施し

た調蓋の際に集めたものをとりまとめたものである。ゴルガンでの実態調査は，岡地方

における企業的農業とそれの波及効果を明らかにすることが目的であり，流通聞題はそ

れに幽訂する限りでしか取扱わなかった。そのため，一つの独立した論交にするにはき

わめて不充分なものであるが，これまで同種の論文や報告書が発表されたこともないの

で，あえてここに報告することにした。

　標題は“Kランにおける綿花流通機構”としたが，ここで扱うのはゴルガン地方にお

けるそれである。ゴルガン地方（イランの総面積の約1．5％）はイラン最大の綿作地帯

で，この燭の綿花総生産高の約46％を生産している。本稿の標題は正確には，　“ゴル

ガン地方における……”とすべきであったが，同地方が上述のようにきわめて高い生薦

のウエイトを占めているので，ゴルガンの事例をただ田柄例とみなさず，イランにおけ

る綿花流通組織として一般化してもよいと考えたからである。．

　ゴルガンでは企業的農場での綿作が進展するに伴い，従来小麦作を中心にしていた農

家の間でも綿作化が進行し，現在では綿作農家の割合はかなり高くなっている。他の地

方では穀類生産が大宗を占め，商晶作物栽培のもつウエイトは未だ低い。しかし，ゴル

ガンでは商品作物としての綿花生擁が急速に伸びつつあり，生産者にと一」て綿花の占め

るウエイトが高まって来ている。穀作が中心で，農家経営の申で商品作物の占める割合

が低かった時には，さして問題にならなかった生産物流通過程が，農産物商晶化が進む

につれ生産者にとり重要な問題となってき，ある場舎には前近代的な流通組織が小生産

者の上界を阻害する姪楷とさえもなっているのである。

　この小論では，綿がどのようなチャネルを遍じて，如何なる方法で集祷されている

か。歳た，それぞれの集荷機構は盤産者にとってどのような意味をもっているか，とい
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った点に論点をあわせていきたい。

1．官営綿繰工場

　綿花の集荷機構は，宮鴬の綿繰工場と民間の綿花商人の二つに大別することが繊来

る。まず最初に，願下工場による集荷法について述べることにする。

　ゴルガン地方には1930矩代にReza　Shahによって作られた3つの政簡：礁営の綿繰

工場がある。これらの工場は宮営紡績工場の原料を確保するということだけでなく，原

則として経済力の弱い小生産者に前貸しすることによって，彼らの聞における綿作を千

進し，さらに耳聞商人による小生産者からの収奪を防ぐことを目的としている。宮営工

場は上記の便命を果すため，耕作者に一定額（1　ha．につき，50　k9の種子と4000リ

アル1）
ﾌ場金一無利子一）を前貸しし，収樹考に繭貸し枳当額の綿をその蒔の毒場価格

でうけとるという方法をとっているが，繭貸しをうけるための手続きはつぎのようにな

っているQ

　毎隼，綿作地の耕起が始まる前に綿繰工場は各部落に逓知を出し，葡借り希望者をつ

のる。部落では部落長が希望者と爾借り希望面積をとりまとめて上潮に提出する。工場

では部落より集った串請書を審査し，前貸しを与える農民と面積を決め，農民と耕作契

約を結ぶ。契約が結ばれると耕起時に1000リアルと種子50kg，ついで第1次・第2

次除輩時にそれぞれ1000リァノレずつ，収穫將に1000リアルが農蔑1こ渡される。

　農民がうけ取る種子50k9は1　ha．の所要播種量であり，また耕瀬頭の1000リアル

は1・ラクターの賃耕費に相当する。そのほか，各綱の除草も1000リアルで必要な除草

労働者を雇いえ，収穫に賃労働者を灘っても1000リアルあればまかなえる。つまIJ｝，

工蜴の前貸し額は生産に要する経費にほぼ兇合う額になっている。この点，政府工場よ

り前借りをうけている限り，綿作に必要とする資金を商人に依存する必要も，また門出

売りによってこれを捻出する必要もないわけである。

　ただ，小難産者にとt／）　一一応理想的とみえるこの制度が，現実にどの程度利用され，如

何なる役割を果しているかが聞題になろう。筆者が1963年8月に調査（悉皆調査）し

たAliabad地区のShirang　Sofla村では，つぎのようである。この村には21戸の

農i家があり，うち19戸が綿作農i家（1962向三度）である。このなかで，窟営工場の前借

りをうけたのは14戸で，前借り契約総面積は綿の作付面積37．5haのうち36．5haに

及んでいる。すなわち，この村に関する限り，工揚の前貸し制度がかなりよく利用され

ているといえる。工場からの麗離，その他の条件の違いにより，この制度の利用度には
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碧干の差がみられるが，Shirang　Sofia村以外の筆者が調査しπ村についても，ほぼ

Shirang　Sofia村と同程度に利用されているようである。因みに，　Shirang　Sof瓶村

では，1962年度に1，205　poutL’）の綿が生産されたが，その36％に相当する471　pout

が政階工場に集荷されている。

　収穫時における綿の引き取りの際には，検査官が品質を査定し，ついで取引価格を定

める。すでに述べたように，原則として市価で取引きされることになってはいるが，現

実には市場価格より若干低い価格がつけられているようである。

　工場に集荷された綿は綿繰りきれ，繰綿は政府薩営の紡績工場に送られ，綿実は第一

級品がゴルガン地方の翌年華分の種子，第二級晶はマーザンデラン地方の種子用として

保存され，第三級晶が政府直営のVaramin　Shortening　Oil工場に送られ食用油の

原料となる。

　この制度は比較的広範囲に小生産者に利用溜t，彼らを商人の収奪から保護する役罰

を一応果しているといえるが，運営の面で若干の聞題点をかかえている。すなわち，

契約が結ばれるまでの事務が煩環で，決定までに直宮工場に赴き各氏こ一口費さなくて

はならない。このため，煎借りを最も必要とするはずの貧農層の申にこれを希望しない

者が比較的多い。また，原則として小生産者を対象としているにもかかわらず，大農蜴

主などにも前貸しが与えられており，そのしわよせを小生産者がうけているといった点

があげられる。

2．青　田　売　り

　つぎに流通を勢揃しているのは，民営の綿繰工場，地主，貿易商，綿花商などを埋め

た商人である。彼らが生産者より綿を貿う方法としては収穫前と収穫後の二様がみられ

る。ここではまず収穫前の綿の取引き，すなわち青熟取引きについて述べよう。

　綿の栽培には，鍾子，トラクターによる耕馬，除草，収穫などに穀作と比べ多額の費

用を要する。これらを調達出来なかったり，生計費が捻出出来ない場合には，収穫前に

綿を商入に売り渡す農民が多い。とくに，f・i三竿（イランの1犀は3月211ヨからはじま

る）は節季にあたり，生活必需晶その他を掛買いしている農民は店の支払いをしなくて

はならないし，まk綿の種子，綿畑の賃耕費の支払いなどで，現金を必要とする。しか

し，酋奪よりの貯えでこれらを賄いきれない農民は，必要な資金を調達するために，綿

を中田売りしなくてはならなくなる。青田売りが行われるのは年来から麦の収穫が終る

6月迄の間に行われるのが普通であるが，多くのlj：艘を必要とする年末蒲後にとくに多
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ぐなっているe

　青照貿いをする商入はゴルガンには実に多く，多岐多様の商人が様々に錯綜してい

る。村の小さな雑貨商，富農，また小都市の商店主，農産物商人から，農業機械商，麟

動車販売店，大綿花商，綿繰工場，綿花輸出商などがこれを行なっている。小生産者の

場合，取引量が少ないので大綿花商，綿繰工場，綿花輸庶備などと鷹接取引きすること

はなく，村の雑貨商とか富農，小量ずつ綿を買い集めて間る小商入，町の雑貨商，農産

物商人などに売っている。また農民が生活必需晶などを掛貿いしている場合には，青田

の綿で清算しているケースも実に多くみられる。

　青田の綿の流通経路はかなり複雑であるが，それを図解すると次のようになる。
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　　　　N 大
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野
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　　　　　（栂の雑貨薦，欝農，　　　　　　（ゴルガンなどの都市　　　　（輸1重舗，大

　　　　　行商人，小都市の雑　　　　　　の農産物商人や，取　　　　　綿花商，綿

　　　　　貨商，また農尋物商　　　　　　　引湯の多い他の商入，　　　　繰工場など）

　　　　　入など）　　　　　　　　　　　地虫，農場主など）

（実線は麿田売り時における綿の動きを示す。点線は青田で買った綿の収穫線こおける動きを

示す。）

　生産者より青田の綿を買い集めた零細規模の商人には，機能的にみて二種類のものが

ある。すなわち，第一は霞己の資本で綿を貿い集めず，手数料をえて大・中の規模の商

人のコミッション・マーチャントになっているもので，第二は自らの資本で綿を買い霞

己の意志で大・申の規模の商人に売り，取引きの利ざやをかせぐタ・fプの商人である。

後者にはまた，資本力の差により3・4月に回った綿（青田）を11月の収穫時まで保

持し，収穫後処分する型の商人と，青田で買った綿を再び青田で中もしくは大商人に売

り渡す型の商入の二類型がみられる。大商人は薩接生産者を把握してはいないが，この

ような零細・中規模の商人を媒介にしてかなり活溌に小生産者より綿を集めており，そ

の傾向は近銀とくにはげしくなっている。
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　収穫時売りの揚合には，多数の商人が生麓者のもとに赴き綿を買っているが，言出の

場合，大・中商人のコミッション・マ・・一・　y”ヤントとして綿を買い集めに村を巡劃してい

る商人に対する場舎を除けば，生麓者が商人の許へ売りに行くのが普通である。取引き

は例外なく文書によって行われる。取引入双方が契約書に暑名することは勿論，他に第

3者（主に部落長など識字者）が立ち合い書類に署名するのが通例になっている。また

取引量が多くなると小都市にある登記所か公正役場で正式の契約書をとりかわしてい

る。

　青田の取引き価格は収穫時の価格と差があるのは当然であるが，両者には法外な開き

がみられる。すなわち，1962奪の収穫時（11月始め）の価絡1　poutにつき平均230

～240リアル（220～270リアル）に対し，岡銀3月末の青田売り価格は150～160リア

ルであった。僅か7ケ月聞に1poutにつき80リアル，つまり5割（奪にして8劉5

分）が串聞利潤として商人資本に吸収されているのである。

　青田価格は取引時によって変動し，一般に収穫時に近くなるにつれて高くなっている

が，このほかゴルガンにおける綿の需給関係によっても変ってくる。一般に青田売りは

3月～4月にかけて最も多くなるが，必らずしも3月の価格が4月よりも安いとは限ら

ない。例えばゴルガン近隣のQaleh　TapPe村では3月下旬（1962銀）に1pout　160

リアルで取引ききれていたが，4月中旬には150リアルに下っている。これなどは明ら

かに需給関係に依るものと思われる。また，農民は青田の市場価格に対してはかなり敏

感で，町における取引き価格についての情報も早く得ており，市場価格にうといことか

ら生ずる不利は蒙っていないようである。

　青田売りをした農民は収穫時に，売った：量だけの綿を商人に渡さなくてはならない

が，収穫量がそれに達しない平等には，再び翌年度分の綿の青圧涜りを収穫時に行う

か，または他の手段を講じて商人に不足分を麦黒しなくてはならない。このような璽態

はしばしば起っているが，その場合生産者はきわめて悲惨な状態に追いこまれる。一’一“Sig

をあげれば，Shahpasand近隣の’丁村のA．　S氏は62葎4月170リアルで青鰯売りを

したが，収穫は岡氏の予想を下團り，青田売り量だけの収鐙を上げることが出来なかっ

た。このため，不足分についてはつぎのように扱われることになった。すなわち，不足

量は1　poutが250リアルと見積られ（市場価格），これが同年11月における岡氏の負

債額とされた。さらに250リアルの63隼4月迄の利子として50リアルが加算され，負

債総額は300リアルとなった。　この300リアルを63年度の綿で返済することとし，1

poutが140リアルに計算きれ，63年11月に2．15　poutの綿を商人に返すということ
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になった。すなわち，62無4月，170リアルで青田の綿を買った商人1ま63年11月に

537。5リアル（2．15pout×250　rials），つ衷り僅かi9ケ月間で200％以上もの利を得

るという結果になったのである。，

　では，青田売りによって商人資本からの収奪をうけるのは，どの階層の三二煮であろ

うか。前節であげたShirang　Sofia村ではつぎのようにな一z）ている。次表は筆者が調

　　　　　　　　Shirang　Soflaオ寸における無才乞販売歪詮（1962｛：f◇
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聴して得たデーターをまとめたものであるが，これによるとSh圭rang　Sofia村では総

生産高の15％が収穫期前に売られていることがわかる。村全体でみた場合，青田売り

の割合はさして高くないが，保有規模別にみるとかなり大きな差があるのがしられる。

すなわち，10ha以上の上層農家では青田売りをしておらず商人資本の介入はないが，

規模の小さくなるにつれ生産高に占める青田売り量の劇合は大きくなり政膨工場より醜

借りをうけていない最：下層の1～3ha層ではそれは5割以上に達している。つまり，

経済力の弱い階層ほど商入資本の介入が強く，収奪される翻合が高くなっているのであ

る。

　この村の農民が青田売りをするのは村の雑貨商，村内にすむ一綿花労働考，それに村

外の商人などに対してである。この中で最も多いのが村の雑貨商で，彼は総青田売り量

197．5poutのうち135．5　pout（約70％）を集めている。取引墨こそ少ないが，特翼な

のは綿花勇働者である。この地方の綿花労働者は遠くBaluchestan地方より出稼ぎに

来ているものが多いが，彼らは一般に粗衣粗食に謝え蓄財に努めている。中には移住回

数隼で土地を購入し，土地所有者になったものもいるが，この村の労働者の場合も土地

所有者まで上昇してはいないが，上昇をたどっている一つの例である。現在でもゴルガ

ンでは彼ら移住労働者の祉会的地位はきわめて低いが，彼らの変容過程には興味深いも
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のがある。このほかに，村外の商人がいるが，これは近くめAliabadの商人で，携買

いをしている農民が節季の清算を綿でしているケ’一一　Yxが多い、、

　以上はShirang　SoHa村q）実例である。商品経済の滲透が弱く，幽三三色彩が比較

的強い村では，Shirang　Sofla村にみられたように商人資本の収奪は上層農家に及ば

ず，下層農家に強く作用している。しかし，上層農家の場合でも貨幣経済の滲透が強

く，消費財獲得に対する欲求が強い農民とか，経営の質的転換をはかるために生産手段

を購入しようとする農家など，多額の貨幣支出を必要とする農民などにも商人資本の収

奪の手は伸びている。この地方では農業の機械化が雰常に進んでいるが，機械保有の経

済規模以下の農家でもトラクター一など大型農業機械を所有し，割賦金の調達に警んでい

る農家が多い。また土地改革（王領地配分）後の階鰯分化に乗じ土地の兼併をはかろう

とする農家も多い。農業銀行などから必要な資金を得るこども種々の困難が伴うため・）

彼らは青閏の綿を回ることによってこれを調達しているのである。その結果，商人資本

の収奪を受け上界が限．響きれるばかりか，下降も余儀なくきれるという事態も起ってい

る。

　以上は，小生産者の青田売1）の実態であるが，青田貿いを通しての商人資本は，下層

農家には終始より苛酷に作用し，本来は穀類より収益の多いはずの商品作物蛇産の意昧

をなくし，商晶作物を栽培することによって所得水準を向上さすことを妨げる大きな障

害となっている。一方，上昇農家に対しても彼らの消費財需要の増大，また経済力の弱

さに起因する生産資本調達難につけこみ，彼らの上昇・飛躍を阻止する作用をしている

といfLよつ。

　我々は収穫期前に生産物の売買が行われること自体を問題にしているのではない。閥

題になるのは，商人資本の収益水準の性格，すなわち青田価格と収穫疇のそれの差の大

なることである。これが近代的なものである限り，青田翼いという形での商人資本の介

在は，農業の発展にとり潤滑油的役割を果しう’ 驍ﾅあろう。しかし，すでにみたよう

に，青田価格は決して近代的なものではなく，前期的性格がきわめて濃厚であり，商人

にとり有利な取引きの対象にこそなれ，生産者にとっては収奪以外の侮ものでもないと

いうことがいえるのである。

3．収穫時における取引

政府工場に必要量を納入し，青田売り契約で定められた量を商人に渡したのちに余剰
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が出た場合には，商人にこれが売られる。この場含，彼ら小生産者から綿を集摩するの

は小規模な商入がほとんどである。青田のときと違って，寒入が生薦者の所に買いに行

き，取引き契約を文書で結び，手付けを打ち，約束された闘こ異動車で綿を集めに来

る，という方法をとっている。また，主に富農あ漁期であるが商事が彼らに一定額の煎

貸しをし，一方生産者は一定量の綿をその商人に売るという方法もかなり行われてい

る。’この場舎，綿の取引は市価より1poutにつき20～30リアル安（約1謝）で行わ

れるのが通例である。生産者は前貸しを与えた商人に綿を売り渡さねばならないが，

他のよりよい条件を提示する商入に売り，前借金を現金で（利子をつけ）返済する農民

もいるようである。

　青田売りの場合と同様，商人にコミッション・マーチャントと自営の商人の二種のタ

イプがある。コミッション・マーチャントは凡ね大商入（ゴルガンなど大都市の大綿花

商，輸出商，綿繰工場）や中規模の綿花商のために綿を買い集め，手数料のみを得てい

る。一方，自営の商人の場合，規模の大小によって中規模な商人に売る者と，大商入と

取引きするものがいる。また，綿のままで売るものと，繰綿で大商入に売るタイプの商

人の二種がみられる。

綿花流通のチャネル（収穫時における）

零細規模のコミッシ
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（爽線は実綿の鋤き，点線は繰綿の動き，矢印が取引関係を承す。）

　上の図は綿の流適のチャネルを示したものであるが，近年のきわだった特長として綿

繰工場と大商人の変化があげられよう。従来，ゴルガンにおける流通の最終段階は，塵

地の綿花商が占めており，綿繰工場も大商人や大農場主の資本で設立され，工場では賃

加工1のみを行なっているにすぎない。テヘランの輸出商（民族資本）は，これら産地の

商人と取引し繰綿を入手していた。しかし，1961無以降，テヘランの輸出商資本の進

禺が活溌になり，輸出商が現地における綿花流通の最終段階に入り込んできた。彼らは
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単独で，或は擁地の資木と提携して現地に綿繰二｛二場を新設し，工場を通して生産者もし

くは商入より綿を買い集め，また，コミッシ！ン・マーチャン1・を使って積極的に集衛

をはかり，撫eの工場で繰綿にするという方法をとった。

　大手の綿花輸寓商がほとんど，このような方式で現地に進出したため，61年以降ゴ

ルガンでは工場新設のブーームがおこった。61・62年に8工場が新設されたが，このう

ち6工揚は輸出商資本によるものであるe

　では，なぜ輸出商資本は臣額の投資をして，工場新設という形で現地に進出したので

あろうか。その理由として，まず第一に従来の方法によるより，綿の確保がより容易に

なるということ，第二に自己の新しい設備をもった工場で綿繰りすれば良質の繰綿がえ

られ，また製品の統一化をはかりえ，それだけ海外市場における競争力が強くなるとい

う利点があったことなどがあげられるが，これらの理由以上に綿実の獲得が彼らの進無1

を促した要因となったことを指摘しなくてはならない。ゴルガンに進出した輸繊商はイ

ランで最も有利な工業の一つであるショートニング油工業を傘下におさめている。動物

性油よりショ　一一トニング油が安くなってから，ショートニング油の消費が急激1ご暫え，

ショ・・一トニング油工業も急速に伸びた。それに痒い主要原料である綿実の獲得の競争が

激化した。彼らはこの開題を解決するために，産地に綿繰工場を新設し響町綿実獲得に

彙り繊したのである。

　輸ほ滴資本にとり産地進出は，綿と綿実獲得という二重の閤的をもっているが，彼ら

の活動は一層活溌になっており，現在ではゴルガンの綿花の約半数を鷹接集荷するに至

っている。また，三際市場で良質の綿が求められるという事情もあって，良質種子の生

産者への提供，農薬聖画など生産的側面にまで進出してきている。　（一輸出商はヘリコ

プターによる農薬救布会社を設立している）

　以上小生産者の場合を中心に，流通掲当者別の流通経路について略述した。経営規模

が小さくなるにつれて出荷量も少なく，したがって生産者は末端の商人と取引きする。

末端商人と最終集荷商の間には幾段階かの中間項が入り，生産者はかれら商人の収奪を

余儀なくされる。一方，大規模な生産者（大農場）は申間的集荷商ではなく，最終集篇

商を通して商晶化するのが一般的である。また，一部の大規模生産者は加工野蛮化（繰

綿で）を行い，商品化を霞己にとりより有利にしている。すなわち，大規模な生産者は

流通過程でも小生産者に対する優位を示しているのである。

　なお，企業的農場の生産物商品化過程，輸縄簾資木の産地への進出の事情などについ

ては，追って発表を予定している報告書の中で述べるつもりである。

一29一



（筆考はアジア緯済研寵所中策調査室）

註

30

イランにおける綿マ乞流通オ幾構

1　リ　アノレtl，t約5ilj。

1pou｛二ζよ16．4k9。
9
の


